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今度は副会長をやる事になりました｡

今迄を振り返ってみますと､ 広報委員会→医療管理委員会→調査

委員会→広報委員会→医療対策委員会→医事処理委員会→会計常務

→監事→監事→副会長といろいろな職務を遂行してきたものと自分自身驚いています｡

特に最近の９年間は､ お金の流れを通じて県歯科医師会の全体像を裏から学ばせて戴きま

した｡

さて､ 現在及び近未来の歯科界は開業医にとって､ まだまだ厳しい状況が続くと考えられ

ます｡

人間は全て持って生まれた能力や性質という素質と物事をうまく成し遂げるすぐれた能力

である才能を保有しています｡

そこで､ この才能を使わない手はありません｡ この危機を解消するには､ 各理事及び職員

が自分のおかれている立場において､ 会員の先生方の為に何を為すべきかという事を考え､

行動に移す事が､ 自分自身及び会員の先生方の為に成

り､ 又会員の先生方の県歯科医師会に対する不満､ 不

安の払拭に成る事を肝にめいじて仕事を行うべきと思

慮しております｡ ただ単に前年度と全く同様の業務を

行なっている事業は､ 仕事の進捗がゼロという事であ

り余り必要な事業とはいえません｡

むしろ､ 一時中止や廃止を考慮すべきでしょう｡

事業の継続性は必要な事です｡

しかし､ 事業の継続という言葉の本質は､ 進化を伴っている事､ 即ち変革､ 改革あるいは

刷新した事業の踏襲であるという意味を含んでいる事を忘れてはいけません｡

全ての事業に変化があるべきです｡

各理事は､ 事業内容に主たる変化のない事業は中止又は廃止を要求されたら拒否出来ない

と認識して事業を行うべきと考えております｡ 言葉を変えて表現すれば､ 熊本県歯科医師会

の浮沈の要因は､ 各理事の双肩にかかっていると個々が認識して発言し､ 事業を実践すべき

であるという事であります｡

今後､ 県歯科医師会の収入にも大きな伸びは期待出来ません｡

逆に減少していく事を想定して準備すべきでしょう｡

その為には構造改革が必要となってきます｡ 無駄な事業､ 投資対効果の薄い事業は廃止し

重要な事業に集中投資するのも一案でしょう｡ 又､ 人員削減も避けて通る事は不可能です｡

県歯科医師会に関連する全ての事業改革､ 意識改革､ 構造改革を行う事により､ 永遠に磐石

たる組織､ 新しい熊本県歯科医師会の誕生としたいものです｡

小生､ 浅学非才の身でありますので､ 分をわきまえ､ 皆様方の御指導､ 御鞭撻を賜り､ 役

職を誠心誠意任務遂行に邁進する所存であります｡

宜しくお願い申し上げます｡

���������
副会長 �� ��
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会長あいさつ要旨
先週の臨時代議員会はお疲れ様でした｡ 今
回の臨時代議員会では､ 事前質問は募ってお
りませんでしたが､ 幾つかの質問をいただく
等､ 活発な意見交換が出来､ 活気ある代議員
会になったかと思います｡ 今後も､ 私たちは
会員の先生から質問があった際には､ 十分に
回答ができるような体制を作っていきたいと
思います｡
先日､ 日歯の理事として理事会に出席致し
ました｡ 歯科衛生士試験について､ この試験
は実はこれまでは国家試験という名称ではな
かったとのことです｡ 実質的にはそうであっ
ても､ 実際は国家試験という形態ではなかっ
たということですが､ 厚生労働省から漸くそ
の認可が得られ､ 歯科技工士試験ともども正
式に歯科衛生士国家試験となりました｡ これ
は歯科衛生士の専門学校が３年制となった成
果の現れともいえ､ コ・デンタルスタッフの
充実は私たちとしても喜ばしものだと考えて
おります｡ 今後日歯で得た情報を随時先生方
へ報告していきたいと思います｡
本日の理事会は､ 実質的には最初の理事会
になります｡ 慎重且つ円滑な審議を宜しくお
願い致します｡

議 長：浦田会長
議事録署名人：片山・前田理事

報報 告告 ((平平成成2200年年度度))
総 務：第６回推奨歯科医院認定準備委員

会､ 第13回理事会､ 歯の健康文化
賞選考委員会､ 第14回日歯理事会､
日歯・日歯連盟三役会

学 術：県後発医薬品安心使用・啓発協議
会

社会保険：保険診療ハンドブック
地域保健：第２回熊本県歯科保健推進会議
広 報：熊歯会報４月号校正

学校歯科：県PTA災害見舞金安全会判定審
査委員会

医療対策：球磨郡医療対策講演会
センター介護：介護者歯科実技研修会､ 熊本

県地域リハビリテーション支援体
制推進シンポジウム

学 院：学院終業式､ 全国歯科衛生士教育
協議会通常総会､ 学院社会福祉施
設臨床実習反省会､ 学院教務委員
会

報報 告告 ((平平成成2211年年度度))
総 務：第１・２回常務理事会､ 第１回臨

時理事会､ 第１回副会長会議､ 第
１回日歯理事会

社会保険：保険診療ハンドブック
厚生管理：熊大医局との代診派遣制度打合せ
広 報：熊歯会報５月号編集､ 校正
学校歯科：第１回日学歯理事会､ 県PTA災

害見舞金安全会判定審査委員会､
県高等学校保健会評議員会

医療対策：医療苦情事例報告
センター介護：熊日新聞社口腔保健センター

取材
学 院：始業式､ 46期生入学式
国 保：第１回国保理事会 (臨時)
以上､ ３月19日から４月22日までの総務､
各委員会､ 他の動きについて､ 浦田会長及び
担当各役員より報告がなされた｡

４月28日 (火) 午後７時より県歯会館第１会議室にて､ 浦田会長ほか全役員出席のもと議長を
浦田会長､ 議事録署名人を片山理事､ 前田理事として開催された｡

浦田会長あいさつ

円滑な審議をお願いします
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報報 告告そそのの２２
１. 保存期間を経過した文書の廃棄
保存期間を経過した文書について､ 本会文
書取扱規程により､ 該当文書を廃棄した旨の
報告がなされた｡
２. 後援名義使用依頼
○日本臨床矯正歯科会市民公開講座
主催：日本臨床歯科医会
日時：平成21年７月20日 (月)
場所：パレアホール

３. 九地連協議会の会場
平成21年度 第２回九地連協議会は､ 本県
担当にて､ 平成22年２月13日 (土) に開催さ
れるが､ ホテル日航熊本を会場にする等､ 準
備を進めている｡
４. 関係機関・団体の役員推薦依頼
社会保険診療報酬支払基金診療担当者代表
幹事ほか各関係機関､ 及び関係団体への役員
推薦についての報告がなされた｡
５. 事業企画書の内容
従来の企画書の様式に､ 予算の項目を追加
することが報告された｡
６. 職員人事
○退職 松山沙織 平成21年３月31日付
７. 平成21年度指導対象保険医療機関
今年度の九州厚生局の指導について､ 指導
内容､ 状況等の報告がなされた｡
８. 社会保険診療に関する要望書
東海北陸地区の医師会及び歯科医師会が東
海北陸厚生局に対して提出した要望書につい
ての報告がなされた｡
９. 平成20・21年度日歯生涯研修事業認定研
修会
日歯生涯研修事業として認定した研修会に
ついての報告がなされた｡
10. 金属アレルギーパネル
学術委員会製作の同パネルについて､ ４月
30日のニュースレター発送の際に同封する｡
11.各会計３月末現況
12.その他
○日歯報告 [浦田会長]
①日歯の基本方針
日歯総研資料をもとに､ 歯科医療の需
要拡大､ 歯科医師需給問題､ 機構改革､
今後の日歯の課題等についての報告が
なされた｡
②先進医療専門家会議における第２項先
進医療の科学的評価結果
｢歯科用ＣＡＤ・ＣＡＭシステムを用

いたハイブリッドレジンによる歯冠補
綴｣
③口腔保健法の試案
④ＡＥＤの管理
会員へ管理の重要性について通知する｡

○各委員会における過去２年分の講演会・
研修会の一覧表作成 [渡辺専務理事]
○会員名簿の作成 [八木理事]
○本県開催の日歯生涯研修セミナー [牛島
理事]
○歯周病と糖尿病の関係についての情報収
集 [牛島理事]

13. ５月の当面の行事予定

協協 議議
１. 新入会員の承認 (承認)
一般会員１名､ 親子会員２名の入会を承認
した｡
２. 文書取扱規程・ホームページ管理運営内
規の一部改正 (案) (承認)
原案通り承認した｡
３. 事業企画の提案 (承認)
○新型インフルエンザの脅威と対応
原案通り承認した｡ なお､ 講演会の取扱
いとして､ 学術講演会とするのか､ 或い
は推奨歯科医院制度の必須講演会として
取り扱うのか､ 早急に結論を出すことと
した｡
○安全な歯科医療を提供するためのバイタ
ルサインセミナー
原案通り承認した｡

４. 推奨歯科医院制度運営委員会の設置
(承認)

原案通り承認した｡ なお､ 委員長を牛島理
事にすることとした｡
５. ４階ホール照明追加及びスピーカーの移
設工事 (承認)
原案通り工事費の支払いについて承認し､
工事を着工することとした｡
６. その他
○事業終了後の検証システムの導入

[伊藤常務]
各委員会の本年度事業については､ 完了
した後に検証するシステムを導入すべき
であるとの提案がなされ､ 様式､ 方法等
を総務委員会で検討し､ 改めて理事会に
諮ることとした｡

(広報 加藤 久雄)



常務理事 会計

厚生管理

財産管理

西野 隆一
(熊本市)

理事

医療対策片山 幸博
(菊池郡市)

理事

地域保健田上 大輔
(阿蘇郡市)

理事

センター･介護松岡 拓治
(菊池郡市)

理事

社会保険前田 章二
(八代)

常務理事
学院

センター
伊藤 明彦
(菊池郡市)

会長

浦田 健二
(宇土郡市)

副会長 医療対策

医療管理

警察歯科医

前野 正春
(熊本市)

専務理事

総括渡辺 賢治
(下益城郡)

常務理事 学校歯科

広報

地域保健

宮坂 圭太
(鹿本郡市)

副会長 社会保険

介護保険

在宅関連

中嶋 敬介
(天草郡市)

副会長 総務

学術

会館管理

小島 博文
(熊本市)

理事

社会保険勇 励
(宇土郡市)

理事

学校歯科大林 裕明
(玉名郡市)
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熊本県歯科医師会役員



理事

広報加藤 久雄
(熊本市)

理事

厚生・管理竹下 憲治
(熊本市)

理事

学術牛島 隆
(熊本市)

理事

総務八木 義博
(宇土郡市)

監事

片山 公則
(阿蘇郡市)

監事

遠山 啓介
(熊本市)
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監 事

�����������������������������������������������
本県に所在する公的医療機関､ 医育機関に勤務する歯科医師､ 及び公務員で

ある歯科医師の先生方を有資格者とした準会員制度､ 並びに会員の医療機関に

勤務する歯科医師の先生方を有資格者とした勤務医会員制度を発足させており

ます｡ 会員になられますと､ 本会主催の各種講演会への出席､ 本会機関誌 ｢熊

歯会報｣ をはじめ､ その他刊行物の頒布を受けられる等の特典がございます｡

また､ 準会員については､ 日本歯科医師会の準会員になる資格を有すること

にもなります｡ 先生方にとって地域医療の交流の場としてご活用頂けましたら

と念願しております｡

ご入会については随時受け付けておりますので､ ご用の際は本会事務局

(TEL096-343-8020) までお尋ね下さい｡

※準会員・勤務医会員の入会ご案内
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理事の抱負 (理事 前田章二)
今度新しく理事になりました｡ 委員会に入っ
て10年目ですが､ その間点数改定の変遷を見
てまいりました｡ 平成８年に補管が導入され､
歯周治療の体型が変わり､ そのころから算定
点数の包括化､ また算定時期の制約等で､ 算
定方法がわかりづらくなってきております｡
そこで社保委員会としましては､ 会長のマ
ニフェストにもありましたように､ ｢会員目
線｣ で､ わかりやすくかつ読んでいただける
ような文章作りをめざし､ 会員の先生方の経
営の安定の為に少しでも手助けとなればと思っ
ております｡ ２年間よろしくお願いします｡

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 田 中 文 丸 荒 尾 市
副委員長 清 水 雅 英 人 吉 市
副委員長 反 後 雅 博 熊 本 市

委 員

宇 治 寿 隆 熊 本 市
渡 辺 洋 熊 本 市
金 本 良 久 熊 本 市
橋 本 英 樹 鹿本郡市
工 藤 謙太郎 菊池郡市
中 村 直 寿 天草郡市

平成21年度事業計画
１. 関係諸機関との連絡､ 協議
２. 審査委員会連絡協議会の開催
３. 社保個別相談会の開催
４. 保険だよりの発行
５. 保険請求110番の推進
６. 高齢者､ 新入会員研修会の開催
７. 他委員会との合同研修会の開催
８. 歯科医療保険の研究
９. 点数改正説明会の開催

�����������������������������������������������
理事の抱負
今期より学術担当を仰せつかりました｡ 前
期まで継続してまいりました ｢予防をスタン
ダードへ｣ は今後もさまざまな方向性を考慮
し､ 他委員会とも連携のうえ､ 会員の皆様へ
学術情報を提供してまいりたいと思っており
ます｡ 特に高齢者医療については､ 最新歯科
医療のトピックスと合わせて､ スタンダード
な医療の再確認も行っていきます｡ また推奨
歯科医院制度と関連して､ 日歯生涯研修事業
への対応をさらに充実させてまいります｡

平成21年度事業計画
１. ｢予防をスタンダードへ｣ 推進事業�熊本県歯科医学大会開催�予防､ 長期管理歯科事業推進

(8020歯周病と全身の関わり)
２. 生涯研修事業への対応�日歯生涯研修セミナーの開催�会員発表会の開催 (能動的研修の推進)�認定証取得の推進
３. 各郡市学術担当者会の開催
４. 他委員会との合同研修会
５. 推奨歯科医院制度の運営
６. 医科との学術連携推進
７. 高齢者・障害者歯科治療への対応
８. スタディグループ・九州各県歯科医師会

との学術連携推進

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 添 島 義 樹 熊 本 市
副委員長 井 上 裕 邦 八 代

委 員

城 井 かおり 玉名郡市
堀 川 正 熊 本 市
園 木 誠 菊池郡市
椿 誠 熊 本 市

学術委員会 (理事 牛島 隆)

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろししししししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

★新委員紹介 その１������������
社会保険委員会 (理事 前田章二・勇 励)
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平成21年度事業計画
１. 会員健康管理の充実

２. 高齢会員慶祝行事の実施

３. 医療従事者研修会開催

４. 歯科衛生士再教育事業の実施

５. 厚生・管理関係情報の収集と会員への伝

達

６. 関係諸機関との連絡､ 協議

７. 厚生・管理関係講演会開催

８. 会員への共済互助・労務・税務・リスク

マネジメントの研究と推進

９. 医療安全管理の推進

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 池 嶋 由 希 熊 本 市
副委員長 有 働 秀 一 熊 本 市

委 員

瀬 井 知 己 熊 本 市
宮 本 浩 幸 熊 本 市
境 俊 之 玉名郡市
中 野 貴 夫 宇土郡市

理事の抱負
充実した人生を送るためには安定した医院

経営が必要不可欠ですが､ 経営環境は厳しい

状況であります｡

予防・定期健診のみならず､ 自費診療も含

めた医院経営を考え､ 各委員会と連携し ｢厚

生・管理だより｣ の更なる充実､ 講演会を企

画したいと思います｡

安心して診療に従事できるように､ 公益法

人法の改正に伴う共済互助制度の問題もあり

ますが､ 代診派遣制度をはじめ福利・厚生の

更なる充実を図りますのでよろしくお願いし

ます｡

厚生・管理委員会 (理事 竹下憲治)

�����������������������������������������������
理事の抱負
｢健康寿命の延伸及び主義的健康観の向上｣

と､ それによってもたらされる ｢生きる力の

向上と地域再生｣ という目標を達成するには､

｢すべての国民が楽しく笑い､ 会話し美味し

く安心して食べられる｣ 8020社会の実現が不

可欠です｡ 口腔保健を推進することで､ 保健・

医療・福祉全体を真の生活支援へと転換する

ことを戦略とした地域保健委員会活動を目指

地域保健委員会 (理事 田上大輔)

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 川 瀬 博 美 下益城郡
副委員長 小 田 哲 也 天草郡市

委 員

明 受 清 一 菊池郡市
赤 尾 浩 彦 阿蘇郡市
二 宮 健 郎 熊 本 市
桐 野 美 孝 玉名郡市
宮 本 名留彦 八 代

していきたいと思います｡ これからの２年間､

どうぞよろしくお願い致します｡

平成21年度事業計画
１. 8020達成事業の推進

２. 医療制度改革への対応

３. 熊本県健康増進計画関連事業の推進

４. 産業歯科保健活動の推進

５. 各郡市地域歯科保健活動との連携推進強

化

６. 九州各県地域保健担当者会議開催
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平成21年度事業計画
１. 学校歯科保健活動の推進

２. 8020達成事業の推進

(児童生徒等歯・口の健康づくり推進事業

の実施)

３. 歯の衛生週間事業への協力

４. 関係諸機関との連絡､ 協議

５. プロジェクトＧの推進�学校歯科医研修会の開催�学校歯科保健推進大会の開催�マウスガードポスター作成
６. ホームページの充実

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 岩 本 知 之 上益城郡
副委員長 河 原 正 明 鹿本郡市

委 員

田 畑 祐 亮 荒 尾 市
浦 田 琢 二 天草郡市
田 中 弥 信 菊池郡市
山 口 一 彦 熊 本 市

理事の抱負
この度浦田執行部に新しく就任しました学

校歯科担当の大林です｡ 理事は初めての経験

ですが､ 会の執行に携われる幸せとその仕事

の重圧に押しつぶされまいと日々研鑚奮闘し

ている今日この頃です｡ 学校歯科は自分にとっ

ても懐かしい部署ですが､ 今は渡辺専務をは

じめ担当の先生方が築き上げてこられたプロ

ジェクトを手本に会員の皆様のお役にたてる

委員会を目指して頑張っていきたいと思いま

す｡

御指導､ 御鞭撻宜しくお願いいいたします｡

学校歯科委員会 (理事 大林裕明)

�����������������������������������������������
医療対策委員会 (理事 片山幸博)

理事の抱負
医療対策委員会の目的は､ 患者さんにとっ

て安心安全な医療環境の確立に向け､ 医療ト

ラブル等の原因・状況を分析・考究して医療

事故再発防止のために会員へ情報提供・指導

を為すことであります｡ 社会情勢の変化によ

り苦情も情報過多, 患者の権利意識, 悪質ク

レーマーなど多岐にわたっています｡

医療トラブルを未然に防ぎ､ 医療トラブル

を限りなく ｢０ (ゼロ)｣ に近づけるために

どのようにしたらよいか最善の努力をしなが

ら会員の皆様のお役に立てればと思います｡

また､ “安心・安全な歯科医院を求めて”と

題する冊子を作成しましたが､ 是非ご一読く

だされば幸いに存じます｡

平成21年度事業計画
１. 医療事故､ 苦情への対応と処理

２. 推奨歯科医院制度の運営

３. 医療事故トラブル予防対策講演会開催

４. 関係諸機関との連携､ 協議

５. 各郡市歯科医師会医療相談苦情対応の後

方支援

６. 医療安全管理の推進

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 冨 屋 栄 祐 下益城郡
副委員長 岡 田 長 久 八 代

委 員

原 田 秀一郎 菊池郡市
永 松 聖 隆 熊 本 市
清 水 睦 博 熊 本 市
大 川 智 弘 熊 本 市
我那覇 生 純 阿蘇郡市
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５月９日 (土) 午後４時より熊本県歯科医

師会館において ｢平成21年度 各郡市社会保

険担当者会議｣ が開催された｡

今回は新執行部のもと県歯社保委員会の役

職等も変わり､ また今年度より役員の任期が

２年間ということもあり､ 県歯社保委員会な

らびに各郡市社保担当者の先生方共々､ 新鮮

かつ厳粛な雰囲気の中で開催された｡

反後副委員長の司会進行により自己紹介が

行われた後､ 浦田会長の挨拶より始まった｡

会長からは適正なカルテ記載､ 請求を行って

いただき､ 歯科医師としての誇りを持って頂

きたいこと､ また今後のレセプトオンライン

化の動向等について話された｡

その後､ 中嶋副会長を座長に選出し､ 会議

の本題に入っていった｡

報告事項では２人の理事より報告があり､

勇理事より個別指導に関して指導対象医療機

関の選定の仕方や､ その後の対応ならびに個

別指導対策について話された｡ また各郡市社

保担当者からの事前質問に対して回答され､

レセプトオンライン化に関しては暫く様子を

見ることについて報告された｡

次に前田理事より委員会活動についての報

告があり､ 会員向け発行物は今まで通りの３

種類を発行し内容を充実させることや､ 今月

末にも指導対象医療機関への説明会を行う事

を報告された｡

最後に協議事項に入り､ 浦田会長が唱えら

れていた ｢会員目線での社保委員会の運営｣

ということを実行していくために､ 事前に各

郡市よりアンケートをとり､ 今後の社保委員

会の活動方針を協議していった｡ そのなかで

県の社保委員会と各郡市の担当者の連携を密

にしていくことをひとつの目標に掲げており､

会議中にいろいろな意見が出された｡ そのた

めにはメーリングリストの運用や ｢保険請求

110番｣ の連絡網の活用等､ さらに今まで３

年に１回だった各郡市社保担当者会議を少な

くとも年１回は行うことなどの意見が出され

た｡ これらの案件を早期に具体化させ ｢会員

目線での社保委員会の運営｣ に活用していき

たいと考えている｡ その他にも保険請求の審

査や社保委員会の活動に関するいろいろな意

見､ 要望が出されかなり充実した会議だった｡

会議終了後は懇親会に移り､ さらなる情報

や意見交換を行い社保委員会と各郡市の担当

者の親睦を深めていった｡

(社会保険 清水 雅英)

������������
―各郡市社会保険担当者会議―

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線ででででででででででででででででででででででででのののののののののののののののののののののののの社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののののののののの運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営をををををををををををををををををををををををを�����

社会保険委員会では､ ｢保険点数算定上の不明点｣ ｢レセプトの減点理由がわからない｣ 等々､
先生方からの疑問にお答えするため､ 『社会保険個別相談会』 を開催しております｡
カルテの記載方法の他､ 各種交付文書の記載方法等どのようなことでも結構ですので､ ぜ
ひこの相談会をご活用下さい｡ ご希望の方及び詳細については､ 県歯事務局あて電話 (096-
343-8020)､ 又はFAX (096-343-0623) でお申し込み下さい｡
なお､ 相談会は定期的 (原則として月に１回程度) に行っております｡

記
日 時 平成21年６月27日 (土) 午後３時～
場 所 熊本県歯科医師会館

※社会保険個別相談会の開催について
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４月26日 (日) に長崎ビックNスタジアム

に於いて､ 第11回三地区歯科医師親善野球大

会が行われた｡ 同大会は前年の九州､ 中国､

四国の優勝チームに開催県を加えたトーナメ

ントで行われており､ 本年は熊本県､ 山口県､

愛媛県､ 長崎県で争われたが熊本県は惜しく

も３位に終わった｡

(１回戦)

先発山口は２回に内野守備の乱れから３点

を失う｡ (自責０) その後は立ち直るが､ 打

線が相手投手の前に､ ５回まで渡辺洋の1安

打に抑えられる｡ ようやく６回に四死球やボー

クなどで1点を返して､ 一打出れば同点とい

う見せ場を作ったが､ あと一歩及ばなかった｡

(３位決定戦)

河合投打に活躍｡ 逆転本塁打＆完投勝利

先発河合は自らの中犠飛で１点を先制する

が､ 立ち上がりを攻められて逆転を許した｡

しかし､ ２回に宮本の三塁内野安打で同点､

続く３回には井上の投内野安打で１点を勝ち

越した｡ その後一度はリードを許すが､ ５回

に再び自らの右越え２点本塁打により再逆転

すると､ このリードを守り抜き今季初勝利を

挙げた｡

半年振りの対外試合ということや慣れない

人工芝ということもあって､ 本来の力を発揮

することが出来なかった｡ この反省点を生か

して九地連連覇への糧としたいところである｡

(謝辞) 応援に来て頂きました浦田健二会長

ならび竹下憲治理事にこの場を借りて､ 厚く

お礼を申し上げます｡

惜しくも３位｡渡辺 洋､優秀選手賞!!

九地連連覇に向かって再起を誓う熊歯野球部員

野球部報告
―第11回三地区歯科医師親善野球大会―

山口県 ０ ３ ０ ０ ０ ０ ３

熊本県 ０ ０ ０ ０ ０ １ １

(山) 鍵富―中原
(熊) 山口―渡辺洋

(６回時間切れコールド)

(規定により５回で打ち切り)

熊本県 １ １ １ ０ ３ ６

長崎県 ２ ０ ２ ０ ０ ４

(熊) 河合―渡辺洋
(長) 松尾､ 丸山―木原
▽本塁打 河合 (熊) ▽二塁打 松永

※詳しいスコアテーブルは熊歯野球部ホーム

ページに掲載しています｡

参加者：藤本､ 上田､ 有田､ 中山､ 河合､

渡辺洋､ 吉崎､ 右山､ 村上､ 井口､

田中､ 井上､ 井野､ 西､ 宮本､ 椿､

山口､ 木屋 (井上 真樹)



―ボーリング＆ビンゴ大会―

団体の部 上位のスコア

優勝 城歯科チーム２ 1085
準優勝 三隅歯科チーム 1030
３位 三隅歯科チーム２ 1017

男性の部 上位のスコア

優 勝 城 直秀 128 184
準優勝 千々岩俊之 158 142
３ 位 高田 宗秀 128 167

(北川 隆之)

３月７日(土)に､ 恒例の菊池郡市歯科医師
会ボーリング＆ビンゴ大会が開催された｡ 当
日は､ まず､ 菊陽ボウルにてボーリングを行
い､ その後､ 三里木駅近くの“まるよし”に
て､ 表彰式とビンゴ大会が行われた｡ 今回は
２年ぶりの開催ということもあって､ 100人
を超える参加者があり､ 菊陽ボウル全26レー
ン貸切での開催となった｡
そんな中で､ １ゲーム目はあまり良くなかっ
たため､ ノーマークだった城直秀会員が､ 皆
が油断しているうちに２ゲーム目､ 184のす
ばらしいスコアで一気に抜け出し､ 見事に優
勝された｡ そしてさらに､ 女性の部でも､ 城
直秀会員の奥様が､ 混戦を制して優勝され､
団体戦もあわせて､ なんと３冠を達成された｡
その後､ 黒毛和牛の専門店“まるよし”に
場所を移し､ 黒毛和牛の霜降りのしゃぶしゃ
ぶ＆焼肉を食べながら､ 表彰式 (賞品は黒毛
和牛のステーキ用の肉) とビンゴ大会を行い､
楽しかった思い出にひたりながら帰途
についた｡

100名を超える参加者
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菊池

協議題としては､ １. 第23回 ｢歯の健康展｣
実施に関して ２. 菊鹿合同学術講演会実施
に関して､ それぞれの担当理事､ 阿久根秀典
会員 (公衆衛生)､ 園木誠会員 (学術) が協
力を求めた｡
また三隅晴具前会長に荒木新会長より感謝
状と記念品が手渡され､ 前会長の労をねぎらっ
た｡ 今回の荒木執行部の理事は､ 三隅前会長
の時代から留任している理事が大多数である｡
そういった意味では理事の間での意思疎通は
図りやすいものと思われる｡ よりよいチーム
ワークで会務を遂行していきたいと思う｡
その後懇親会がおこなわれ､ 新執行部と会
員の相互理解を深めた｡

(城 敦哉)

５月23日 (土) 午後６時より菊池市 ｢笹乃
家｣ にて平成21年度 菊池郡市歯科医師会通
常総会が開催され､ 荒木新会長の下､ 新執行
部がスタートした｡
冒頭､ 荒木会長は､ ｢厳しい状況の中､ 人
間は絶望に向かっては歩けない､ 希望に向かっ
てしか歩けない｡ この希望が､ 実は棚からぼ
た餅のように外から降ってくるものではなく､
自らが絶望の中を切り開いて初めて､ その希
望の光が先に灯ると思っている｡ これからは､
自分たちの仕事の大事さを国民に訴えながら､
同時に必死になって自分たちの仕事を全うす
ることだと確信する｡ そうして､ 歯科医療の
未来を切り開きたいと思う｡｣ という､ 日歯
大久保会長の言葉を引用され､ 会員個人個人
の自覚と協力を求められ､ 新会長としての決
意を示された｡
その後､ 議長に片山豊二会員､ 副議長に加
藤泰三会員を選出し議事に移った｡ 会務報告､
委員会報告につづき､
第１号議案 平成20年度一般会計歳入歳出決
算の承認を求める件
第２号議案 平成20年度特別会計会館会計決
算・弔慰金見舞金制度会計決算・医療安全
対策事業の承認を求める件は承認可決され
た｡

―通常総会―

長年お疲れさまでした

�������������������������



―総会―
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くらい会に慣れて､ との言葉で会をしめくくっ
た｡
今年の人吉は国宝青井神社､ 温泉､ ＳＬ人
吉号､ 全国的に静かにブームとなっている三
十三観音めぐり､ 馬バーガー､ と､ 話題満載｡
都会のごみごみした空気より脱出して是非､
歴史情緒溢れる人吉に出かけてみてはいかが
でしょうか｡ (瀬戸 雄行)

春とはいえ､ まだまだ寒
さの残る４月22日 (水) 19
時15分より鮎の里にて､ 今
藤執行部による初の例会が
行われた｡ 今藤隆文新会長
の開会の挨拶に始まり各理

事によるスムーズな進行が行われた｡ ここで
新常務会の紹介をする｡
会長：今藤隆文､ 副会長：輿田桂三､ 専務理
事：中原正弘､ 常務理事：御手洗肇､ 顧問：
熊埜御堂渉
例会が終了して､ 新入会員披露宴が同館内
にて行われ､ 佐々木満博会員のご子息の佐々
木立命先生が人吉市歯科医師会に入会した｡
佐々木立命新会員の挨拶ののち､ 今藤会長よ
り白衣と人歯会報と記念品が渡された｡ 那須
会員の乾杯の音頭のあとに鮎の里の美味しい
料理に舌包みした｡ 会食後､ 武末憲一会員よ
り新会員にむけて､ 一曲みんなの前で歌える

―荒尾市地域保健協議会―

左記表題について､ 討議､ 承認が行われた｡
総会終了後､ 研修会が行われ､ 荒尾市主任
児童委員の松島真知子氏を講師に迎え､ ｢主
任児童委員として思うこと｣ という演題のも
と､ 職務上のエピソードを交えながら､ 児童
福祉事業を通して福祉行政の役割の重要性を
唱えた｡
行政側と保健医療福祉機関のさらなる結束
を確認して盛会のうちに閉会となった｡

(馬場 一英)

桜散り､ 新緑萌え始める
４月24日 (金) 午後７時よ

り荒尾市役所第11号会議室において､ 平成21
年度荒尾市地域保健医療福祉推進協議会定期
総会が開催された｡
同協議会は､ 荒尾市における保健・医療・
福祉の関係機関相互の連携を図ると共に､ 地
域の特性に応じた保健・医療・福祉を総合的
に推進することを目的としたもので医師会､
歯科医師会､ 薬剤師会等関係団体と市行政機
関によって構成されている｡
会議は市健康生活課の田上稔課長より開会
の辞が述べられ､ 三師会会長の高橋洋議長の
もと､ 本日の議事である
１. 平成20年度事業報告
２. 平成20年度決算報告
３. 平成20年度監査報告
４. 平成21年度事業計画 (案)
５. 平成21年度予算 (案)
６. 保健医療福祉功労者の表彰
７. 第６回健康福祉まつり
８. 平成21年度いきいき健康づくり教育講座

�����������������
人吉

荒尾

児童委員の業務について

人吉歯科医師会の為に､ よろしく
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次第
１. 開会
２. 会長挨拶
３. 報告
１) 会務
２) 県歯通常代議員会
３) 各種委員会
４) その他
４. 議事
第１号議案 平成20年度収支決算 (案) に関
する件・監査報告
第２号議案 平成21年度事業計画 (案) に関
する件
第３号議案 平成21年度予算 (案) に関する
件
第４号議案 定款の変更に関する件
第５号議案 次期会長並びに監事の選出に関
する件
５. 協議
６. 閉会
総会終了後､ 懇親会に席を移して楽しい宴
のひとときを過ごした｡ 後日､ ４月３日 (金)
午後７時半より宇土市市民会館において平成
21年度臨時総会を開き､ 監事並びに役員承認
についての決議が行われすべて承認可決され
た｡ (青山 泰子)

３月28日 (土) 午後４時
より宇土市走潟 ｢綴｣ にお
いて平成20年度通常総会を
開催した｡ まず初めに松本
会長より挨拶があり､ ｢こ
の６年間で､ 先日亡くなら

れました帆足先生を含め､ ３人の会員の先生
方がお亡くなりになられた｡ とてもさびしく
悲しい出来事でした｡ 一緒に旅行に行ったり､
先生方との楽しかったことなどいろいろなこ
とが思い出される｡ ６年間務めさせていただ
きましたが､ 今期をもって会長を辞めさせて
いただきたいと思う｡ 今後とも､ 歯科界がう
まくいくように心より願ってます｡ 本当にあ
りがとうございました｡｣ と述べられた｡ 次
第に則って､ 各種委員会の報告では学術委員
の立山先生よりEシステム導入のためのパソ
コン購入の報告があり､ 各自勉強会などで必
要なときは貸し出ししますとのことだった｡
各種提出議案についてはすべて承認可決した｡
次期会長に中村会員が就任された｡ 中村次期
会長は挨拶で ｢宇土郡市をよりよいものにす
るために頑張っていきますので､ 会員の先生
方のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いしま
す｡｣ と力強く次期会長としての意気込みを
述べられた｡

宇土

宇土郡市のために頑張ります

� �
謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

山本 巖 先生
平成21年５月24日 ご逝去 78歳�郡 市 名：玉名郡市�入会年月日：昭和32年２月１日
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理 事 鶴田 善久 (学術､ 社会保険)

監 事 野田 和夫 (会務・会計監査)

監 事 上田 龍吾 (会務・会計監査)

さらに各委員会､ 諸会役員､ 県歯役員・委

員の紹介があり全て拍手をもって承認された｡

最後に協議があり､ 本年は選挙の年であり八

代市市長選もあることから歯科医師会一致団

結して候補者を応援していくことを執行部で

表明､ そして上野副会長の閉式の辞で臨時総

会は終了した｡

総会終了後､ ｢ビスフォスフォネート製剤

の顎骨壊死｣ という演題で上田忠会員に講演

をしていただいた｡ 内容は３月に開催された

｢熊本骨粗しょう症研究会｣ 講演会に準ずる

ものでありいくつかの症例をスライドを交え

つつ説明された｡ ＢＰ製剤による顎骨壊死発

生のメカニズム､ 病理学的所見､ 予防､ リス

クファクター､ 治療などについてわかりやす

くレクチャーされたいへん有意義な時間となっ

た｡ 我々歯科医も､ 同じような毎日の中でそ

れに埋もれただ漫然と診療するのではなく､

常に外からの情報を取り入れ自己消化し､ 医

師､ 薬剤師などとともに人体の機能回復に携

わっている立場であることを日々再確認しな

ければならないと強く思わされた｡

(岩崎 晃司)

４月24日 (金) 午後７時

30分より､ 八代口腔保健セ

ンター２階多目的ホールに

おいて平成21年度臨時総会

が開催された｡ 進行を中川

専務理事が担当され､ 水上

副会長の開会の辞で始まった｡ まず議長に坂

井会員､ 副議長に上元健一会員が選出され､

続いて増田会長の挨拶があった｡

その後､ 報告に移り上野副会長より会務報

告､ そして谷川元雄会員のご令嬢で新しく親

子会員になられる谷川京子先生の紹介があり

皆で拍手をもって入会を喜んだ｡

ひき続き議事に移り､ 第１号議案っである

新役員の承認を認める件は全会一致で可決さ

れた｡

会 長 増田 了 (会務統括)

副 会 長 水上 正太 (厚生)

副 会 長 上野 亮一 (庶務､ 総務)

専務理事 中川 純一

(総括､ 医療対策､ 医療管理)

常務理事 守永 純一 (会計)

理 事 北里 雄二 (口腔保健センター)

理 事 中山 万弘

(学校歯科､ 広報､ 秀岳館､ 連盟)

理 事 山口 透

(地域保健､ 介護保険)

八代

事務局・新職員紹介
〈新規採用〉

緒方 和典
国保課・書記

平成21年４月１日付

山西 恵美
総務課・臨時職員
平成21年５月12日付

河内 奈々
総務課・臨時職員
平成20年11月18日付
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矢毛石 悟
熊本市水前寺3-36-3
ブリューヘンビル101
矢毛石歯科医院
①ホワイトニング治療､
ノンクラスプデンチャー
に関心が有ります｡

②・地域密着型の治療
です

・恐怖感のない治療です
・患者さん１人１人のニーズに合わせ
た治療です

③補綴物はほとんど自分で製作する｡
④抱負は１人でも多くの患者さんに､ 誠
心誠意の治療をしていきたいと思いま
す｡

一一 般般 会会 員員

升永 真一
阿蘇郡高森町
大字高森2194番地８

ますなが歯科医院
①どのようにしたら良
い歯科医院になるか
に関心があります｡

②患者さんが満足する
診療｡

③特にありません｡
④地域の人たちに信頼される歯科医院に
なるように頑張ります｡

佐々木立命
人吉市下城本町1423
佐々木歯科医院
①政治に左右される医
療と福祉
②患者のデンタルＩＱ
を高め､ 予防中心の
歯科診療をしていき
たい｡

③顎関節症､ ドライマウス小手術､ イン
プラント等の治療が可能です｡
日本口腔インプラント学会専門医取得
(Ｈ. 21)
④今の体力を維持しながら体に気を付け
て頑張りたいと思います｡

①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのようなも
のですか｡

③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を
教えてください｡

④今後の抱負は何ですか｡

中島 健

熊本市二の丸１番５号

国立病院機構熊本医療
センター

準準 会会 員員

若江 映晃
葦北郡芦北町花岡1660
さしき宮島歯科医院
①社会的：新型インフ
ルエンザ (鳥インフ
ルエンザ､ 豚インフ
ルエンザ) の感染
歯科的：歯周病の病
型の診断と歯周再生

治療について
②患者さん一人一人のニーズに合った歯
科診療 (的確な診断と歯科治療) およ
び口腔ケアを基本とした治療を提供し
たい｡
③優しいスタッフとアットホーム的な診
療所
④定期的な歯科検診の導入による疾患の
予防と人工物に頼らない歯科治療を目
指したい｡

親親 子子 会会 員員

松永 桜子
山鹿市熊入町236－１
まつなが歯科医院
①子供の歯科矯正につ
いて

②自分の考えを患者さ
んに一方的に押しつ
けるのではなく､ 希
望も良く聞いたうえ

で､ どの様な治療が良いかまた最良の
治療ができる様になること｡

③女性ばかり (スタッフ) の医院なので､
男性では気付かない事や､ 患者さんも､
相談しやすい事もあると思います｡

④亡夫が築きあげてきた信頼を失うこと
なく､ 地域密着型の病院づくりを目指
したいと思います｡
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○店の場所
銀座通りと下通りの交差点角
○所 在 地
熊本市下通１丁目９－11 １Ｆ�096-352-5529 P.M.6:00～A.M.2:00

○店の雰囲気
年齢層は､ 幅広く比較的女性が多いです
○収容人数 10名
○店長紹介
店長：ロバ・ミユキ 熊本市出身 (犬好
き､ ディズニー好きの47歳)
看板犬：Ｊam (トイプードル３歳) ♂
○料理の種類
●アルコール・ドリンク400円～
焼酎180種類
ビール､ カクテル､ ワインも多数ござ
います｡
●店内で にくまきおにぎり (300円)
が食べれます｡
★P.M.7：00まで 生ビール400円 (枝豆
つき) です｡

���� ������ ����
５月オープンのスタンドバーです｡ 店長
ミユキさんとのユニーク

� � � �
なおしゃべりをお

楽しみください｡

にくまき本舗

光琳寺通り

三信

銀座通り

下
通
り
田尻������

○店の場所：銀杏中通り吉野家さんの裏
○所 在 地：〒860-0806

熊本市花畑町12－５
電話 325-9465
営業時間 PM5:00～12:00

○店の雰囲気
30～40代の会社員に人気のようです
お一人様でも入店しやすい
○席数
12名カウンターのみ
○店長紹介
ラグビー経験者でゴルフ好きのイケメン

� � � �
大将と女将さんが笑顔でお迎えいたしま
す
○おすすめ料理
カリっと香ばしい小ぶりに巻いた鳥皮串
いつものレバ刺しと一味違う馬レバ刺し
○特典
｢熊歯会報を見た｣ で生ビール１杯サー
ビス！
店主自ら宮崎・鹿児島に行き､ その口で
確かめたお勧め焼酎










